
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AFS つくば 
 

公益財団法人 AFS 日本協会 茨城つくば支部  ニュースレターきぼう 12 号（2023 年 12 月発行） 

 

AFS とは 

AFS は、高校生の交換留学を主な活動としている民間国際教育交流団体で特定の政治・宗教に偏らない非営利組

織です。国際本部をニューヨークに置き、世界中で活動する数多くのボランティアの支援のもと、加盟 50 以上の国・地域間

で異文化教育交流を行っています。 

いま、世界は紛争が絶えず、平和な状態とはいえません。世界中にはいろいろな価値観が存在しています。このような世

界で、平和と相互理解を推進するために行動を起こしていけるような地球市民を育てることが平和への近道だと AFS は考

えています。 

そのために AFS は、地球上の多くの人々に異なる文化と接する機会を提供し、人種・性別・言語・社会的地位の違い

にかかわりなく、基本的人権と自由が広く世界で尊重されるよう、自らの交流活動を通じて実践します。AFS は、すべての

個人、すべての国と文化にそれぞれの価値があると考え、人間の尊厳、差異の尊重、調和、感受性、寛容の精神を基本

的価値観において活動しています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２3年度 茨城つくば支部活動 

1月 12日 五十嵐つくば市長表敬訪問 

架け橋プロジェクト第 5 期の留学生たちは

今年もつくば市の五十嵐立青市長に表敬

訪問をさせていただきました。 

広い会議室で目の前に置かれたマイクに緊

張気味でしたが、市長は留学生それぞれに

お声がけをくださり、各留学生の将来の希

望や、日本に留学をした理由などお尋ねに

なりました。特にアニメの話は市長も大変詳

しく話が弾みました。気さくなお人柄で大変

和やかで充実した時間を過ごすことができま

した。有名な弱虫ペダルはつくば市内のマン

フォールの蓋となっていました。 

訪問終了後市役所の食堂で懇親会を持

つことができました。しばらくぶりに留学生全

員が集まり、つくば支部より留学生たちにプ

レゼントがありました。 

1月 28日 トークイベント 「プロのアナウンサーに学ぶ伝わる日本語の話し方」 

プロのアナウンサー鈴木もえみさんをおむかえして、日本語を学んだ留学生たちに伝わる日本語の話し方というテーマで講演を

お願いしました。民話の絵本「花さき山」の朗読から始まりました。茨城県出身の切り絵作家：滝平次郎さんの素晴らしい

切り絵と迫力ある朗読は圧巻でした。講演では鈴木さんが高校生の放送部の時から今でも続けられている基礎練習の大切

さを話してくださいました。そしてみんなで一緒に大きな声で実践練習もしました。早口言葉やアクセントの違いによって全くち

がった言葉になってしまうマジックのような言葉の面白さも納得です。前向きな言葉を使う大切さやコミュニケーションのとりかた

などちょっとした話す時のヒントも教えていただきました。 

もえみワールドはあっという間の時間でしたがそれぞれがなにか 

「日本語のおもしろさ」を感じてくれたと思います。 

講演後も鈴木さんを囲んで質問や相談がたくさんあったようです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2月 12日 浅草ツアー 

晴天の日曜日、浅草へ出かけま

した。架け橋生から日本らしい体

験がしたいとリクエストがありまし

た。そこで着物を着て、人力車で

浅草を回るツアーとなりました。浅

草はたくさんの人でにぎやかでし

た。初めての体験にワクワクしな

がら好きな着物を選んで、人力

車で出発！お昼はマグロ丼やか

つ丼などの和食でした。仲見世を

散策そのあとはスカイツリーまで足

を延ばして楽しい 1 日となりまし

た。 

 

2月 18日  おめでとう ヤームルさん  

茨城県国際交流協会による第 32 回外国人による日本語スピーチコンテストでトルコ生のヤームルさんが第 4 位に入賞しま

した。50 名をこえるエントリーの中から 15 人が選ばれ本選に進みました。ヤームルさんは剣道の胴着でスピーチに臨みまし

た。剣道とめぐり合い、高校では剣道部に属し練習に励みました。 そして初段を取得しました。素晴らしい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2月 23日  AFS つくば支部日本語ボランティア 送別会 

つくば支部では留学生たちの日本語支援のために日本語ボランティアを

結成しています。日本語ボランティアとしては、留学生とホストファミリーが

良好な関係を築けるよう見守りながら、学校生活に適応できるよう支

援を行っています。日本語支援状況は、ホストスクールによって異なりま

す。並木中等教育学校では、独自の日本語支援を持たないため、留

学生が自習する時間に AFS のボランティアが日本語支援を行っていま

す。茗渓学園、竜ケ崎第一高等学校では独自の日本語ボランティアの

方々がそれぞれの留学生の支援を行っています。並木中等教育学校

で学んだイメルダさん、ハーさんは日本語ボランティアのメンバーとともに頑

張りました。帰国を控えた二人とボランティアのメンバーがあつまり、送別

会を行いました。二人ともとてもがんばり、日本語も上手になりました。 

 

 

３月 14日  架け橋 5期生帰国 

それぞれのホストファミリーや友人、支部員たちたくさんの人たちに見送られて５期生たちは、いっぱいの異文化体験と思い

出を胸に帰国の路につきました。また会いましょうね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3月 25日 春組生がつくばに到着 

これからはじまる留学生活にドキドキ、ワクワクのブラジル生タカシ君、タイ生ベルさんそしてチリ生ドミ君がつくば駅に到着しまし

た。支部員の出迎えを受け、昼食をとりながらこれからの留学生活について確認する支部到着オリエンの後各ホストファミリー

宅に向かいました。一緒にたくさん楽しい思い出を作りましょうね。 

5月 21日  ローカルオリエンテーション・ホストファミリーオリエンテーション・歓迎会 

日本での生活も 2 か月余りがすぎ、留学生も家庭や学校に慣れてきました。そこでローカルオリエンテーションとホストファミリーオ

リエンテーションそして歓迎会を開催しました。チリ生ドミ君、ブラジル生タカシ君、タイ生ドミさん、そしてそれぞれのホストファミリー

の皆さんがご家族と一緒に参加しました。ホストファミリーと留学生に分かれて、ホストファミリーオリエンテーションとローカルオリエン

テーションを行った後にドミ君、タカシ君そしてベルさんは自国の紹介をしてくれました。おいしそうな食べ物、美しい景色、本国の

家族や友人たちとの生活もたのしく話してくれました。ベルさんはタイの美しい衣装を着てモデルのように歩いて見せてくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6月 25日  茨城県国際交流協会親善大使任命式 

つくば支部の留学生は茨城県国際交流協会の親善大使とし

て県内の学校や一般の方々と交流、各国の文化を紹介して

います。親善大使の多くが大学生だが、AFS の留学生たちは

いろいろな国の人々と交流ができ良い体験ができます。親善

大使の任命式につくば支部よりタイ生ベルさん、チリ生ドミ君、

水戸支部からフランス生フランソワ君が参加しました。 

 

6月 11日 つくばサイエンスツアー 

つくば市には多くの研究所があり、それらの研究所を見学して回るサイエンスバスツアーがあります。支部でもこのバスを利用し

て市内の研究施設を巡りました。「地図」と測量の科学館、エキスポセンターでプラネタリウムと体験型展示、筑波植物園では

いろいろな環境で育つ多くの植物を楽しみました。どの施設も見応えがあり、あっという間の見学でした。 

7月 8日  クエスト茨城留学生研修バスツアー 

茨城県国際交流協会の研修バスツアーあり、つくば支部の留

学生も参加しました。名産のほしイモを作る会社を訪問、見学

のあと、アクアワールド大洗水族館へ行きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 23日 中間オリエンテーション、69期生帰国報告・70期生歓送会・71期生歓迎会 

 

留学生が来日して 4 か月が過ぎ、今までのふりかえりとこれから

の過ごし方を考える中間オリエンテーションを開催しました。 

続いて 69 期生の 4 人が 7 月に帰国したばかりのホットな留学

報告をしました。イタリア、ドイツ、フランス、ハンガリーでのそれぞ

れの国での楽しかったこと、苦しかったことなどをふくめてその体験

の話は私たちに感動を与えてくれました。 

 

 

8 月、9 月にポルトガル、デンマークに出発する 70 期生も留

学に向けての意気込みを話してくれました。またすでに出発を

しているインド派遣の保護者の方からその様子をお話しいただ

きました。70 期生からのいろいろな質問には 69 期生たちが

自分たちの体験も含めてアドバイスをしてくれていました。 

その後の懇談会ではいくつかの輪が出来上がり盛りました。 

ホストファミリー、保護者の方々も全員が参加してくださり、華

やかな会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12月９日 トークイベント 「プロのアナウンサーに学ぶ伝わる日本語の話し方第 2弾 

今年 1 月につくば在住のプロのアナウンサー鈴木もえみさんをお招きして、「伝わる日本語の話し方」という講演会を      

開催しました。とても好評でしたので、今回も留学生、派遣生にぜひ聴いていただきたいと講師をお願いしました。 

９月 24日 東京バスツアー 

東京へ行きたいという留学生の希望にこたえて、バスにのって東京を巡るツアーを企画しました。東京駅を出発して、まずは皇居前、

二重橋など散策しました。そのあとはバスの車窓から東京の官庁街や数々の街並みを臨みました。浅草では昼食にてんぷらをいただ

き、その後仲見世、浅草寺などを回りました。東京タワーでは晴天に恵まれ、東京から遠くの山々まで見渡すことができました。 

絵本「花咲き山」とお琴のコラボレーションから始

まりました。力強い朗読とお琴の演奏に不思議

な世界に引き込まれました。続く講演では基礎

練習の大切さ、プロの鈴木さんも毎日続けてい

る発声を全員で大きな声で練習をしました。

「鼻濁音について」 学校、小学校は同じ文字

でも先頭にある音と、真ん中にある音では違う

など例をあげて教えていただきました。        

「正しいアクセント」「伝えるための文章の区切

り」などを教えていただきました。         

①彼は笑いながら、逃げる犬を追いかけた。 

②彼は、笑いながら逃げる犬を 追いかけた。   

なるほど！そのほかに好感のもたれる話し方、

日ごろのちょっとした心がけなど教えていただきま

した。楽しい時間はあっという間に過ぎましたが、

留学生も派遣生も日本語の楽しさや美しさを

改めて感じたと思います。 

 

 

 



 

 

 

【留学まで残り６か月となりました】 

フイリッピン派遣 石井杏奈 

 

９月にオリエンテーションがあり、先輩方の体験談や同期との交

流、また、色々な国を再現して疑似体験できる It's a small 

world という取り組みなど楽しい 3 日間を過ごすことができまし

た。同じようにフィリピン派遣生同士の交流もあり、とても実りの多

い貴重な時間だったと思います。また、オリエンテーションの中で、

手伝いをする、挨拶をするなどの宿題が出されてきたため、留学

前までに当たり前のことを当たり前にできる習慣をつけたいです。 

先月、弟がフィリピンへ 1 週間語学研修に行ってきました。弟か

ら、フィリピン内の SM モールというショッピングセンターの話や停電

の話などさまざまなお土産話を聞

いたり、また、弟の｢フィリピンに住

みたい｣という言葉を聞いてますま

す楽しみになりました。 

そして、留学前までに英語力をあ

げたいと思い英会話を始めまし

た。オンラインで２５分話したり、

教材に取り組んだりします。いろい

ろな講師がいますが、フィリピン人

の方が講師となることが多いた

め、会話を楽しめるようになりました。留学に行くことを伝えると、

言語について教えてくれたり、オススメの観光地、また｢楽しみに

待ってる｣とどの方にも言っていただけて、温かい気持ちになりまし

た。 

最近では７１期生オリジナルのパーカーや T シャツを製作しよう

という企画があり、デザインの発案から集金まですべて AFS 生内

のみで進めています。私は企画する側ではないので、いつか自分

でこういった企画を AFS 内でやれたらと思います。 

留学はまだまだ近いとは言えませんが、留学先での一日一日を

無駄にしないように、今のうちからしっかりと準備していきたいで

す。 

 

 

 

 

【アメリカ留学に向けて】 

アメリカ派遣 高橋ケイト愛 

 

アメリカへの留学

が決まってはや数ヶ

月が経ちました。 

日に日に留学へ行

く実感が高まってい

くのと同時に、留学

への期待や不安な

ど様々な気持ちが

湧いてきています。 

 私は、海外ドラマ

や映画などでよく

見る学校生活にと

ても惹かれています。最近ではドラマを見るたびに、来年の今頃

はアメリカで生活をしている、ということを意識するようになっていま

す。 日本とは全く違った学校生活が描写されているのを見ると、

とてもわくわくとした気持ちになる一方、言葉が通じるだろうか、友

達を作れるだろうかと不安に思うことも多々あります。 

私が今通っている学校にはたくさんの帰国子女がいます。 

私は言葉が違うという壁を乗り越えるために、学校で習うような英

語だけでなく、帰国子女の友達に現地でよく使っていた表現を教

えてもらいながら英語を勉強し、準備を進めています。 

 また、現地でホストファミリーに日本食を作ってあげたいと思ってい

るので、現地のスーパーでも手に入るような材料を使った日本食

のレシピを考えたり、料理の練習をしたりしています。現地で日本

食が食べたくなったときに手軽につくれる、ホストファミリーに日本食

を食べてもらって異文化交流を深められる、と考えるといつも以上

に料理をするのが楽しくなります。 

 最近、私は You Tube や TikTok を開くたびに留学関係の

動画を目にするようになりました。 

留学のきらきらとした楽しい場面を取り上げている動画や、留学

での苦労を取り上げている動画など様々なものがあり、留学は楽

しいことだけじゃないと言うことを痛いほど意識するようになりまし

た。ただ、留学中に悩んだり苦労したりしたことが自分の成長につ

ながると心に留めながらアメリカでの生活を満喫したいと思っていま

す。 

今までずっと一緒にいた家族と離れて生活をすることは少し怖

いけれど、何事にも怯まずに挑戦し、帰国後にすべてがいい思い

出、いい経験だったと言えるような留学にしていきたいです。 

 

  

留学に向けて 71期生 



 

【フイリッピン派遣に向けて】 

フィリピン派遣 森山茉枇奈 
 

私が留学に行きたいと思ったきっかけが、学校の英語の先生が

授業で、交換留学の事について話していたのがきっかになりまし

た。初めて家族に話したのは、2023 年の 3 月でした。私の家

族は賛成してくれました。それから、学校の先生に相談しどこの交

換留学がいいか、先生に教えて貰いました。決めていく中でフィリ

ピンが候補にあがりました。日本と一緒で島国でとても海が綺麗

な所に魅了され、この国で人々の価値観を学びたいと思いまし

た。 

元々外国に興味があり、日本との価値観を学びたいと思って

いました。私が学びたいと思っていた価値観と AFS の交換留学

の異文化交流が似ているなと思いこの留学で外国に行きたいと

思いました。また、私の将来の夢は考古学者になることです。考

古学者になるためには、英語が話せるのは勿論コミュニケーション

の取り方や、人々の価値観を理解することが重要なのかなと思っ

ています。その他にも考古学は一人ではできないもので、協力性

が必要です。それらを学ぶためにも留学したいと思いました。 

私は今年の夏にカナダに夏休み期間の 2 週間だけ短期留学

をしました。とても短い期間だったけれど、少しだけ価値観を学べ

たんじゃないないかなと思います。外国に行き、特に印象に残り

困ったことがお金の計算でした。日本とは違っていたのは知ってい

たのですが、お金の計算の仕方がとても難しくて毎回の買い物で

も頭がこんがらがりました。なので、この反省を生かしてフィリピンに

行くときは、しっかりとお金のことを理解し計算できるようにしたいで

す。 

 留学をするまで沢山の時間はないけれど、日本の時間を大切

に過ごしていきたいです。留学が決まって、不安もあるけれど、自

分の力を精一杯を出して沢山のことを学んで日本に帰ってきたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アメリカ留学の意気込み】 

アメリカ派遣 松坂心愛 

  

私は今、高校１年生で

すが、実はちゃんと留学しよ

うと考え始めたのは高校生

になってからでした。中学生

の末までは、学校で開催さ

れる留学説明会に参加す

るくらいで、具体的にいつ

行くか、どこに行くかについ

て考えたことはありませんで

した。そんな私が AFS で

留学に行こうと決めたきっか

けは、私達と同じつくば市

部で、フランス派遣だった学

校の先輩でした。先輩が学校の英語劇を主催していて、私はそ

れに参加して出会いました。４月になって、劇の練習の合間に、

私が留学してみたいと思っていることを伝えたところ、AFS が一番

いいと教えてくださいました。そして、私は A 期日程締め切りの３

日前から、先輩にアドバイスをもらいつつ大急ぎで準備しました。

バタバタした申し込みでしたが、嬉しいことにこうして私のアメリカ派

遣が決まりました。 

 このようにあまり深く目標なども考えられないまま留学を決めてし

まいましたが、今は明確に決まっています。「アメリカが第二の故郷

だと思えるようにする」ことです。そのくらい、英語ペラペラになって、

アメリカらしく活発な人になって、ホストファミリーや友達と仲良くな

りたいという意味です。他に留学先で楽しみなこともたくさんありま

す。友達とお泊まり会したり、一緒にボランティアしたり、色んな国

のソウルフード持ち寄りパーティーしたり、、、。これだけ詳しく留学

について考えられるようになったのは夏のオリエンテーションのおかげ

でしょう。 

 そして、この幾つもの理想を叶えるために、留学の準備に励まな

いといけません。お泊まり会でアメリカの子と恋バナできるくらいは

英語を上達させて留学行きたいし、アメリカの文化（特にポップカ

ルチャー）をよく知って行って、その話でホストファミリーや友達と盛

り上がれたらいいなと思います。理想の実現のため、毎日単語の

勉強をして英語力を上げ、アメリカの高校生の vlog を見てアメリ

カのポップカルチャーを知りたい（それからリスニングの上達もした

い）と思います。 

 留学の１年なんてほんとうに一瞬だと思います。目標もやりたい

ことも考えずに曖昧な状態で行ったら、何もしないまま終わってし

まう。だから、準備をバッチリして、留学先でしたいことの計画も立

てて、今のうちから一日一日を一生懸命に過ごす練習をしておこ

うと思います。留学先ではたくさん新しいことにチャレンジして、この

世で一番留学を有意義に過ごした人になってやろうと思いま

す！！ 



 

 

【環境先進国ドイツ】        

69 期 ドイツ派遣 真家有里奈 

 私は、表現者として社会問題を社会に広く発信し、人々に笑

顔と希望を還元できる人になりたいという夢があります。その力や

ヒントを得るために、芸術表現や社会問題への取り組みが盛ん

なドイツへの留学を決意しました。私は、「現地で沢山の表現方

法に触れ、芸術や表現文化が与える影響について考察し、社

会課題への様々な取り組みを実際に目で見て知識を蓄える」と

いう目標を掲げ、沢山の問いと期待を持ってドイツへ旅立ちまし

た。  

 

 

 

まず、私が驚いたのは現地でサステナブルについて考える機会が

多かったことです。中でも私が特に強い関心をもったのがオーガニ

ック商品です。私のホストファミリーは、それぞれの食生活を尊重し

ていて、マザーはベジタリアン、シスターがヴィーガン、ファザーは何

も制限していない人でした。ドイツでは日本と比べてヴィーガンや

ベジタリアンが多く、人口の 15%もの人がヴィーガンやベジタリア

ンと言われています。(日本は人口の 6.9%)私は、ヴィーガンの

食生活は自身の健康の為というイメージを強く持っていました。し

かし、その志向は健康に配慮するだけではなく環境保全のために

していると知りました。 実際に街頭インタビューをしてみても、ドイ

ツ人の環境への意識の高さには感銘を受けました。ドイツは、リサ

イクルの社会システムや譲り合いが身近で、そこで生まれる物を

大切にする意識や譲り合う際の人の交流がとても素敵だなと思

いました。買う時に真剣に選び、それを大切にするだけではなく、

自分の手元を離れるときに次の人へ渡る際の優しさも一緒に持

ち合わせることは、物があふれている今の時代だからこそ強く意識

したいことだと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、ドイツ留学で忍耐強く一つずつ小さな目標を設定して、

少しずつ地道に行動しチャレンジつづけるという体験をしました。

私にとって、一年間の留学は、決して華やかなものではありません

でしたが、大変だった時に得た感情や思考した事、実践した事は

今後大きな財産になると感じています。今後は、留学で興味をも

ったサステナブルな取り組みについて、更に学びを深めたいです。

ドイツの消費者が環境問題への意識が強く持っている理由は、

背景として歴史や教育そして芸術文化などの影響があると考えま

した。私は渡航前に、ドイツでは社会問題・環境問題に対して

消費者が個々に様々な表現方法でそれについて発信されている

と捉えていました。しかし、実際に生活しながら感じたことは、長い

歴史を重ね、社会システムとして形成され、それが教育や文化に

浸透しているように思いました。ベルリンの壁のようなメッセージ性

のあるアートをはじめ、文学や演劇、建築などの中にも社会・環

境問題を含んだ作品を残していく傾向、またそれを読み解くように

芸術を身近に鑑賞する環境や習慣が、さらに個々の課題意識

や思考、行動へとつながっていると想像しました。今後はこれらを

紐解きながら、

将来の仕事や

私の役割につ

いてこれからじ

っくり考えていき

たいです。最後

になりました

が、留学前から

応援してくださ

った AFS 関係

者の皆様、つく

ば支部の皆様

には大変お世

話になりました

ことを心からお

礼申し上げます。 

 

帰国報告 69期生 



 

【イタリア留学を終えて】        

69 期 イタリア派遣 石川璃一 

 

私はイタリア北部コモ県にあるグランダーテという小さな街のホス

トファミリーの元で 10 ヶ月お世話になり、沢山の出会いと優しさ

に恵まれた幸せでかけがえのない時間を過しました。 

イタリアでは、留学

生の私を皆が自然に

受け入れてくれまし

た。家族・学校・地

域。特別な優しさで

はなく根本からの優し

さや寛容さを感じるも

ので、そのおかげで多

く人との関わり合いが

生まれ、交流を深め

ることができました。 

AFS コモ支部に

は、短期や冬組も合

わせて 10 人の留学生がいましたが、この 10 人の存在はとても

大きかったです。留学当初は、AFS が支部単位でイタリア語のレ

ッスンをしてくれていたので、週二回は必ず留学生と顔を合わせる

機会があり、最初はイタリア語も分からずスマホの翻訳機能を使

いながら会話したり簡単な英語で会話したりとスムーズに会話は

できませんでしたが、それでもお互い同じ境遇の者同士、大きな

心の支えになっていました。徐々にスマホを使わなくてもイタリア語

で会話できるようになり、本当に仲良くなりました。それぞれ異国

の地から来て、共に学び、共に過ごしてきたからこその絆はとても

強く、それはこれからも続いて行くのだと感じています。 

イタリアでは学校が早く終わるため、放課後の毎日の生活の中

に時間のゆとりが多くありました。友達とジムに通い筋肉をつけた

事、毎週金曜日にサッカーをした事。夜友達の家でサッカー観戦

して、その後にマクドナルドに行く事。家族や友達と庭で BBQ を

した事。 

                                  

必ず家族全員揃って美味しい夕食を食べること。家でゆっくりくつ

ろいだこと。日常の中にある友達や家族や一人で過ごす穏やか

で楽しい時間。こういった時間があることで、イタリアの人たちは自

分らしく豊かな心でいることができ、他者を受け入れる余裕もでき

る気がします。自分の意見はしっかり持って表現するけれど、相手

の意見や価値観もきちんと受け止めることができる。寛容で温か

い。そんなイタリアの人たちがとても好きです。 

私の留学はラッキーなことだらけで、良いのか悪いのか分かりま

せんが、正直辛い経験がなく、イタリアの家族、学校、友達、支

部、そして日本で支えてくれた方々、すべてに恵まれた留学生活

でした。この経験に感謝をし、今後に繋げていきたいです。 

 

 

【ハンガリーでの留学を通して】        

69 期 ハンガリー派遣 田上貴美子 

 

私は 11 か月間ハンガリーに留学していました。 

留学を通し

て一番感じた

ことは英語力

の向上です。

最初は英語も

聞き取れず、

AFS のグルー

プセッションも

他の国の子た

ちと話すのも

正直辛かったです。しかし、一年間過ごしているうちに自分の英

語力に自信も持つことができ、留学後の今でも連絡をするような

友達ができました。今では英語で話すのが楽しく、もっと、最初か

ら積極的に話せていたらもっといろんな人と仲良くなれたな、と少

し後悔しています。 

この留学でいろんな人と話してきて視野が広がりました。たくさ

んの壁にぶつかり、そのたびに日本と比較してしまいました。しか

し、私にとっての当たり前が他人にとっての当たり前じゃないと学び

ました。また、日本の文化や学校、家族といった長い間過ごして

いた環境がいかに自分にとって大切なのか気づくことができ、今ま

で以上に周りの人

に感謝をしていま

す。ハンガリーで出

会えた留学生、ホ

ストファミリー、クラ

スメイト、日本の友

達、家族そして

AFS に感謝を忘

れずこれからも過ご

していきたいです。 

  



 

【デンマークから】 

70期デンマーク派遣 藤井ゆうか 

 

8 月 3 日に日本を出発し、早く

も 4 ヶ月が経過しました。デン

マークに来てハンドボールを

はじめ、毎日楽しく過ご

しています。今回はこの

4 ヶ月で経験した一番

大きな出来事を紹介し

ます。 

先日、ハンドボール女

子世界選手権が開幕

しました。デンマーク、スウ

ェーデン・ノルウェーの共同

開催で、32 カ国が出場し、

予選ラウンド・メインラウンドが行わ

れ、12 月 13 日現在、決勝トーナメントが行われています。 

私はこの選手権に最年少のボランティアとして参加しています。ボ

ランティアの数は 3 カ国全体で 1000〜1200 人で、私が担当

している会場 Jyske Bank Boxen - Herning は、決勝トーナ

メントが行われる最大の会場で、ボランティアの数も一番多くなっ

ています。Jyske Bank Boxen のボランティアは、アリーナチーム

とメディアチームに分かれて活動をしています。アリーナチームには、

約 300 人が所属しており、主な仕事は会場案内や会場内の監

視、清掃です。そして、私の所属するメディアチームは約 20 人の

小さなチームです。メディア対応の全てを請け負い、試合前には

ラインアップ、試合後には試合結果を各メディアに配布、試合直

後の取材や試合中のカメラマンの監視、そして試合後の記者会

見の運営をしています。 

 

 

 

 

 

こんにちは、トルコのエセンオールヤ

ームルです。実は、この 8 か月はわ

たしの 18 年間の命の中でいちばん

楽しかった、良かったと言えません。 

色々あって、もう続けられないと思っ

た日が多い。それでも、この国にき

て良かったと思います。 竜ケ崎第

一にきて、大事な友達が出来たお

かげで絶対日本に戻ってきます。

友達とまた会いたいです。「もう力ない」と思った時でも武道場に

行って、2 年生の笑を聞いたら心落ち着いた。 

 

 

 

 

 

私はこのメディア対応を通して、各国の記者やカメラマンなど、さ

まざまな人と話す機会がありました。私にとって何よりも大きな経

験になったのが、おりひめ JAPAN（日本代表）との出会いで

す。初めてオファーをもらったのが、予選ラウンド最終戦の日本対

イラン戦のことでした。それは、日本対イラン戦のプレイヤーオブザ

マッチのプレゼンターと試合後記者会見の通訳をやってみないか

というものでした。POM 授与の際コートに入った瞬間に、とても

感動したのを覚えています。コートは通常、プレイヤーと審判以

外は立ち入り禁止のなか、あんなにも大きな会場の真ん中に立

つことができとても光栄でした。ことが大きく変わったのは、その試

合後でした。一回限りの通訳という話だったのですが、なんと、メ

インラウンドでも通訳をやってほしいというオファーを頂き、メインラ

ウンドの日本戦全試合の試合後記者会見の通訳を担当するこ

とになったのです。上手くいかない日もあり、悔しい思いもしました

が、会見後には毎回、楠本監督と憧れだったキャプテンの笠井

選手とお話しできとても貴重な経験ができました。他の選手とも

お話しする機会があり、この年にデンマークに留学して本当に良

かったなと改めて思いました。 もちろん、ボランティアを通じての

出会いはこれだけではありません。同じチームの仲間や会場で出

会った日本人留学生（AFS 生と個人留学生）との出会いも

ありました。特に同じチームの仲間は、とにかくいろいろチャレンジ

させてくれ、いつも背中を押してくれました。また、私自身が新聞

の取材を受けたり、IHF公式の記事に載ったりと取材される側に

もなり、これもまた貴重な経験でした。決勝戦まであと 4 日です

が、これらの出会いに感謝しながら、最後までしっかり務めを果た

そうと思います。 

この 4 ヶ月さまざまなことを経験しましたが、この世界選手権は

私の人生を変えたと言っても過言ではありません。出会いに感謝

しながら、残りの留学生活も楽しんでいきたいと思います。 

 

 第 5期アジア高校生架け橋プロジェクト 日本留学体験記 

朝みんなに大きな声で「おはよう」って言えるようになったおかげで、

みんなも答えてくれて、気持ち明るくなりました。日本を見て、「へ

ー。世界にこんな国もあるんだ。人が笑顔してくれる、明るい国」 と

思っています。トルコのヤームルは「自分を守れるように」冷たい人

でした。笑顔すると、優しくなると人にばかにされちゃうかなあってこ

わかったです。もちろん、日本にもそんな悪い人いるんでしょうか、で

も 私はラッキーだって、周りのみんなが優しくて、もっと「自分らしく」

なれたと思ってます。日本の友達のおかげで、そして剣道のおかげ

で、わたしの「強さ」のイメージが変わりました。一番優しい 人は一

番強い人だろうって思ってます。 日本に来てから変わってきた新し

い自分を守っていきたいと思います。 ありがとうございました。 

トルコ Esenoglu Yagmer （ヤームル） 竜ケ崎第一高等学校 



 

 

  
タイ Kittitee Tuppa （サキ） 茗渓学園高等学校 

 



インドネシア Sihotang Imelda （イメルダ）   

並木中等教育学校 

留学というすばらしい旅。私はなぜ日本をえらんだのだろうか。 

日本と言うと、アニメ、すし、ドラえもんなどで知られていますが、私

にとっては、日本は初めて全てをやりとげたすばらしい場所です。 

留学生として、私は多くの人たちに会いました。しゅうかん、かん

きょう、文化全てが異なっていて、私は多くのことを学び、新しい経

験（けいけん）をすることができました。 

月曜日から金曜日まで学校に行き、友だちと遊んだり、クラブ活

動をしたりして、幸せを感じています。土曜日から日曜日までイン

ドネシアの家族や友人が恋しくて、また、学業を理解していない

自分をとてもみじめに思いました。 

まっ茶、わさびなど初めて口にしたものがたくさんあります。トイレ

では表示が読めずボタンを全ておしたりしました。4 年次の行事の

時、私は友人たちと電車を乗りまちがえて横浜駅へ向かってしま

いました。「かわいい」と「かわいそう」を使いまちがえてはずかしい思

いをしました。 

日本で過ごした 8 か月間で、多くのことを学んだのに色々わす

れてしまいました。そして、また新しい経験をしました。もっともむず

かしいのは「日本語」です。いつも、3 つの言語----英語、日本

語、インドネシア語 Bahasa Indonesia----の間で、何度もこ

んらんしました。少しずつ正しくことばを使えるようになってきて、

Language is not a barrier! 言葉は障害(しょうがい)では

ないというと気付きました。 

留学生の生活は、ジェットコースターに乗るようなものだと思いま

す。おそろしいこと、わくわくすること、つかれること、心配なこと、こ

んらんすること、幸せなことなど、たくさんの感情的なうきしずみがあ

ります。 

本国とは別のかんきょうで過ごすことはかんたんなことではありま

せん。でも色々学んで成長することはたしかです。ホストファミリー

は、わたしを家族の一員としてあたたかく見守ってくれました。この

かんきょうにおかれていることをどんなに感謝（かんしゃ）している

か、言葉では言い表せません。ありがとうございました。 

 

 

ベトナム Nguyen Le Bao Ha（ハー）       

並木中等教育学校 

ホストファミリーとつくばに住んでいて、並木中等教育学校で勉

強しています。私の日本での留学体験について発表します。 

日本に来る前、私は日本についてこのように思っていました。ベト

ナム人にとって、日本は経済、人、教育、環境など総合的にすぐ

れている国です。日本人は礼儀（れいぎ）正しく、勤勉（きん

べん）で、思いやりがあり、がまん強いと思います。それに、日本

人がちょっとこわいと思います。日本は、豊かな文化をもち、日本

の科学技術の発展は常に世界のトップにあります。ベトナム人は

特に日本の教育を評価（ひょうか）しています。日本の子供達

は幼い頃から自立して生活するように訓練（くんれん）され、 

適切（てきせつ）に行動する方法を教えられています。そんなわ

けで、誰もが一度は日本に足をふみ入れたいと思っているというこ

とです。 

日本へ来て、私の日本についての考えのいくつかは変わりまし

た。日本を初めて見たとき、とても興奮（こうふん）して、「どうし

てこんなに緑豊かな国があるの？ いたる所に木があり、それも大

きな木が」と思いました。 

最初の 1 週間は、ホテルに待機（たいき）していて、それから

つくばに来ました。何でもそろっていて、とても便利です。私はベト

ナムの首都ハノイに住んでいるので、とてもにぎやかで混雑してい

ます。ですから、つくばにいる時は、全てがとても平和で新鮮なふ

んいきなので、ここでの生活が大好きです。秋の紅葉や虹、雪、

流星、月食など、見たことのないものもたくさん見ました。すごくき

れいでした。 

自分が思っているのと一番違ったのは日本人です。最初、私は

日本人がこわくてきびしいと思っていましたが、今は、日本人はと

ても親切であることに気づきました。学校では、先生や友達が親

切で入学当初や困った時にたくさん助けてくれました。ラーニングコ

モンズで日本語の試験勉強をしていたとき、先生が近づいてき

て、「がんばってね。でも、つかれたりストレスを感じたりしないように

少し休むといいね。」と言ってくれました。先生に励まされた時は、

とてもうれしく、勉強の疲れも吹き飛びました。先生や多くの人た

ちにお世話になり、本当に感謝（かんしゃ）しています。 

それに、日本の学校には何か新しいものがあります。毎朝学校

に行くと、先生が校門に立っていて生徒に「おはよう」と言います。

これは普通のことですが、私にとっては、学校に通う毎日がより幸

せになるものです。また、日本人は活発で、スポーツがとても上手

です。私の学校では体育の内容が２〜3 カ月に 1 回変わり、水

泳、バレーボール、テニス、バドミントンなどをします。また、毎年ウ

ォークラリーを開催（かいさい）する伝統（でんとう）があり、私

も参加しました。距離（きょり）は 28ｋｍ。コロナ前は距離が

60ｋｍで、学生は 2 日かけて歩きました。ウォークラリーで 28

ｋｍという長い距離を歩くのは初めてだったので、残念ながら途

中で断念（だんねん）しました。また出場する機会があれば、完

歩できるように頑張りたいです。 

日本にいる間、私は多くの有用なことを学び、多くの新しいこと

を発見しました。日本で友だちを作れたし、こんなに楽しい思い出

に残る体験ができて、とても幸運です。日本は思っていたよりずっ

と美しく素晴らしい国です。誰もが一度はここに来るべきだと思い

ます。 

最後に、私を支援してくれた友人や先生方、AFS のボランティ

アの方々に感謝したいと思います。日本語の支援の時間はとても

楽しみでした。そして、これまで私を歓迎（かんげい）し、世話を

してくれたホストファミリーのみんなに感謝します。ホストファミリー

は、日本食の作り方、日本の文化、その他多くの新しいことを教

えてくれ、私は楽しい時間を過ごし、良い思い出を作れました。

私にとって本当の家族のようになりました。ホストファミリーにはとて

も感謝しています。 



ハーさんをむかえて 

今 光美 

令和 4 年 7 月から翌年 3 月までの 8 ヶ月、わが家ではベトナ

ム人のグエン・バオ・ハーさんを家族としてお迎えしました。アジアの

学生に日本・日本文化を学んでもらうアジア高校生架け橋プロ

ジェクトとしての来日でした。 

 日本の文化、日本語を学びに来日したハーさんでしたが、初め

は緊張からか自分から言葉を発することは少なく、日本語を長ら

く勉強してると聞いていたのにあまり通じない状態。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達夫婦の拙い英語力でコミュニケーション？ そして、ほぼ喋ら

ない長男、日本語ゴリ押しの長女、文法を気にしすぎて言葉が

出てこない次女…と子供達も三人三様。こんな状態で８ヶ月や

っていけるのか…不安しかありませんでした。 

しかし、ハーさんの偉いところは部屋に閉じこもらないでリビングに

いること。これがやっぱり重要でした。 

 

娘達ハーさんと 3 人でテレビを観ていた時、音楽番組に出ている

ジャニーズを見て、『かっこいい』とハーさん。 

イケメンは世界共通！ 

そこから他のジャニーズグループ、韓国アイドルなど、『◯◯くんがイ

ケメンだ』『こっちの方がかっこいい』と 3 人の JK は大盛り上がり。 

言葉が通じなくてもコミュニケーションが取れるんだな、と改めて思

った瞬間でした。 

日々の生活はお互いにカタコトながらも、日本語英語を交えて

のコミュニケーション。毎日耳から入ってくる言語はどんどん聞き取

れるようになるもので、ハーさんも私達家族もどんどんコミュニケー

ションを取ることができるようになりました。 

 

お互いの国のこと、日常生活、学生生活…いろんなことを話し

て、ベトナムを知ることもでき、それと同時に日本の良さを感じるこ

とが出来ました。 

 

 

海外で生活すると日本の良さを知ることができる、と言いますが、

外国人を家庭に受け入れてその国を知ることでもまた日本の良さ

を知ることが出来ます。 

各国の観光では絶対に経験することがないとても貴重な体験で

す。 

コロナ禍で大変な中、日本に来ることを決心して、私達の家

族になってくれたハーちゃん。本当にありがとう！！ 

あなたの日本の家族はいつでもあなたを日本で待ってるよ。 

そして、AFS の

スタッフの皆さん

を始め、このプロ

ジェクトに関わっ

てくださったすべ

ての皆様に感 

謝いたします。 

素晴らしい体験

をさせていただ

き、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

ホストファミリー体験記 



 

イメルダとの 9か月                          

河野 恭子  

 我が家がイメルダのホストファミリーに決まって３週間後に彼女

はうちにやってきました。コロナ禍の為にホテルで 1 人きりで過ごす

隔離期間を経てから、マスクをしてうちにやってきました。私たちも

マスクをしていました。初めまして、とあいさつの後お互い緊張しつ

つ、AFS スタッフの方と約束事など確認しました。スタッフの方が

帰られて家族だけになった時、マスクをみんなで外しお互いの顔を

見合わせて、再びはじめまして。いよいよ家族として出発する気が

しました。イメルダはとても緊張しているようでした。彼女は日本語

がほとんど話せなかったので、初めは日本語と合わせて英語も言

うようにしてコミュニケーションをとっていました。しかし AFS の方々

からほぼマンツーマンの日本語支援が毎日のようにあったのと、彼

女にお友達ができると、日本語力は飛躍的に向上していきまし

た。3 か月くらいしてからだいたい日本語でわかるようになったと思

います。半年くらいしてからイメちゃんから日本語で発語できるよう

になってきました。イメちゃんというのは我が家でのイメルダのニック

ネームです。 

 イメちゃんは日本の大学に進学を希望していると聞いたので、

息子の大学見学と一緒にイメちゃんも一緒に見学して、ついでに

足を延ばして観

光したり、泉デビ

ューも果たしまし

た。他には、ディ

ズニー好きだった

のでディズニーシ

ーに行ったり、長

男がちょうど二十

歳になったので

一緒に記念撮

影したり、近所

の公園を回った

り、インドネシア

は紅葉がないの

で紅葉スポットを

回ったりもしまし

た。子供たちの成長とともにあまり外出しなくなっていた我が家で

したが、イメちゃんのお陰で再びいろいろ家族と回れて、楽しい

日々でした。一緒に生活する上でイメちゃんの行動が不思議なこ

ともありましたが、聞いてみるとなるほどなと思うものばかりでした。

家族同士、特に配偶者間でも同じことは多々あるかと思います

ので、それと

同じですね。

イメちゃんが

帰る頃には、

もうイメちゃん

が外国人に

は見えなくな

ってしまいまし

た。インドネ

シアの他の人

に、本当に

親子に見ら

れたこともあり

ます。  

今回思い切ってホストファミリーをすることで毎日充実した日々

となり、家族でもよく話し合う大切さ、外国人も何もない、同じた

だの人間、という学びが得られました。 

イメちゃん、AFS の皆様、本当にありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の日本留学生活  

タイ Witti Phornsawan ベル 

 

日本へ来た初日はとっても嬉しか

ったです。でも最初の 3 ヶ月

間、私は日本語がぜんぜんわ

からなかったのでちょっと生活

するのは難しかったです。例え

ば友達と話したときに私はぜん

ぜん分からなかったです。しか

し、日本語が分からないときに

私は友達と英語で話したので分かり

ました。学校ではみんな本当に優しかったです。いつも友達に手

伝ってもらっています、先生も親切です。やっぱり私は毎日日本

語を勉強して、日本語でいろいろな人と話しているので日本語が

どんどん分かるようになりました。 

日本へ来たばかりでびっくりしたことがあります。例えば学校で

毎朝靴を変えて教室に行きます。お昼ご飯の時は教室で友達と

一緒に食べます。タイの学校は 8.30 から 16.30 までです。お

昼ご飯はみんな食堂で食べる

だけで、教室ではだめです。部

活はないです。日本へ来て初

めて体験しました。私の部活は

バレーボールです。バレーボール

クラブにはいろいろな国の留学

生がいるので楽しいです。部活

が終わったら友達と一緒にバス

で家に帰ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までもう 9 ヶ月くらい日本にいます。本当にいっぱい楽しい時

間でした。 

私はホストファミリーと一緒に住んでいます。ホストファミリーの家 

は 2 階建です。トイレは 1 階と 2 階にあります。お風呂はすご

い大きいです。でもタイでは私の家にはお風呂がないです。シャワ

ーだけ。シャワーは朝と夜 2 回です。日本で初めて温泉に入りま

した。最初は恥ずかしかったし、熱かったです。今までに 10 回以

上温泉に入りました。い

つもホストのお母さんがお

弁当を作ってくれます。ホ

ストのお父さんも朝食と

夕食を作ってくれます。毎

日ご飯が美味しかったで

す。そして、私は太っちゃ

った。   

今までいっぱい経験があ

りました。  

  

2023年度茨城つくば支部留学生 

今年は３名の留学生がつくば支部にやってきました。トマス君は早期帰国をしましたが、ベルさんとタカシくんが元気に過ごしています 

 

 ホストスクール 国籍   氏名 HF 

茗渓学園高等学校 

 

タイ   Witti Phornsawan 

ベル 

海老沢家 

仲山家 

並木中等教育学校 チリ   Tomas Riquelme Leuquen 

トマス 

柵山家 

深作家 

早期帰国 

竜ケ崎第一高等学校 ブラジル   Andre Takashi Ioshii 

タカシ 

高橋家 

内山田家 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

Welcome to Tsukuba        2024年度 留学生 

  

ホストスクール 国籍   氏名 HF 

並木中等教育学校 タイ 

 

 

Patcharathorn 

Chomneandomerongkarn 

ミニー 

 

竜ケ崎第一高等学校 ニュージーランド 

 

 

Eden Graves 

エデン 

 

 

 

 

一緒に国際交流をしませんか？ 

〇AFS では、日本を肌で感じたいと思っている多くの若者を、家族の一員としてホームステイで受け入れて

くださるホストファミリーを募集しています。 日本にいながら多様な価値観や文化を共有できる、素敵な

体験をしてみませんか？  

 

〇AFS 茨城つくば支部でスタッフとして一緒に活動してくださるメンバーを求めています。一緒に高校生の

留学を支援する活動をしませんか？ 

連絡先：info-ibaraki-tsukuba@afs.or.jp 

 

つくば支部お問い合わせ ホストファミリーお問い合わせ 

2024年 3月末 タイとニュージーランドから 2人の留学生がつくばにやってきます 

どうぞよろしくお願いいたします 

日本の家族になってくださるホストファミリーを募集しています 

ホストファミリー Q and  A 

Q:ホストファミリーになるための条件はありますか？ 

A:受入れにあたっては家族が留学生を受け入れることに賛成していることが前提です。ご両親のどちらかが単身赴任の

ご家庭なども受入れることができます。 

 

Q：英語が話せませんが・・・。 

A:心配いりません。留学生が家庭生活・学校生活を通して日本語を覚えていけるように、むしろ、日々日本語で接す

ることのほうが大切です。最初は双方とまどうこともあるかと思いますが、お互いに愛情を持って、理解していこうという

気持ちがあれば大丈夫です。留学生にはボランティアの相談員がつきますので、困ったときには相談してください。 

 

Q:ホストファミリーの経済的負担はどれくらいですか？ 

A:家族が一人増えることになります。食費（昼食も含む）と日々の諸生活費をご負担していただくことになります。シャ

ンプーやせっけんなどの日用品を家族の一員として共有してください。  

おこずかいや衣料品などは留学生が持参します。 授業料や制服などはホストスクールに協力をお願いします。 
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